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平成29年度予算を可決
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主な掲載内容

平成29年4月23日発行No.223

●第１回定例会を開催	 １面
●区政をきく（代表質問）	 ２～３面
●第２回定例会の予定	 3面
●区政をきく（一般質問）	 4～5面
●区長施政方針演説		 5面
●教育委員会委員長所信表明	 5面
●平成29年度予算の概要と主な事業	 6～7面
●予算審査の進め方、予算に対する各会派の意見	 8～9面
●第１回定例会で決まった議案など	 10面
●第１回定例会の請願・陳情の結果	 11面
●第１回定例会で可決した意見書	 12面
●議員研修会、議場防災訓練	 12面

お たお
今号の花
シバザクラ
花言葉：
合意、一致

　大田区議会は、平成29年第１回定例会を２月17日から３月24日
までの36日間の会期で開きました。
　定例会では、区長の施政方針演説と教育委員会委員長の所信表
明があり、平成29年度予算案を中心に区政の諸課題について議論
しました（詳細は、２～５面に掲載）。
　この定例会で上程、審議した主な内容は、次のとおりです。
●�区長提出議案として、待機児童解消に向けた取り組みなどを含む
平成29年度予算案や大田区立大森東水辺スポーツ広場の設置及
び管理に関する条例案など報告を含む52件が提出されました。
このうち、平成29年度予算案は、予算特別委員会を設置して集

中審査を行い、賛成者多数で可決しました（平成29年度予算に
対する各会派の意見は９面に、審議の結果など詳細は10～11面
に掲載）。
●�議員提出議案として、「転落事故防止のためのホームドア等整備
促進を求める意見書」と１件の条例案が提出され審議しました。
審議の結果、意見書は全会一致で可決し、条例案は賛成者少数で
否決しました（審議の結果など詳細は10～11面に、意見書の全
文は12面に掲載）。
●�請願・陳情は、審議の結果、採択１件、不採択16件、そのほかは
継続審査となりました（請願・陳情の結果は、11面に掲載）。
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［
平
成
29
年
度
予
算
編
成
］

29
年
度
予
算
編
成
へ
の
想
い
を
伺
う
。

区
民
生
活
の
一
層
の
向
上
に
向
け
、

積
極
果
敢
に
取
り
組
む
強
い
決
意
を
込

め
た
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
定
員
拡
充
に
向

け
認
可
保
育
所
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
元
気
な
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
。
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
避
難
所
の
災
害
用

備
蓄
物
品
の
一
層
の
充
実
を
推
進
す
る
。

そ
し
て
空
港
を
生
か
し
た
「
国
際
都
市

お
お
た
」
の
成
長
を
け
ん
引
し
て
い
く
。

扶
助
費
が
前
年
度
比
５
・
７
％
増
と

大
幅
な
伸
び
。
ど
の
よ
う
な
財
政
収
支

見
通
し
の
も
と
財
源
確
保
を
図
る
の
か
。

歳
入
面
で
は
、
特
別
区
民
税
の
増
額

を
見
込
む
が
、
特
別
区
交
付
金
や
税
連

動
交
付
金
は
減
額
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

歳
出
面
で
は
、
待
機
児
童
や
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
な
ど
で
歳
出
増
を
見
込
む
。

29
年
度
予
算
編
成
で
は
、
更
に
選
択
と

集
中
を
徹
底
し
財
政
調
整
基
金
、
公
共

施
設
整
備
資
金
積
立
基
金
な
ど
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
特
別
区
債
を
増
額
し
た
。

［
観
光
・
国
際
都
市
づ
く
り
］	

「
国
際
都
市
お
お
た
宣
言
」
後
の
国

際
交
流
の
方
向
性
、
更
に
は
、
姉
妹
都

市
・
友
好
都
市
以
外
の
都
市
間
交
流
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

宣
言
を
機
に
、
区
の
地
域
力
に
支
え

ら
れ
た
国
際
都
市
と
し
て
の
魅
力
と
存

在
感
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
や
姉
妹
・

友
好
都
市
な
ど
の
国
際
交
流
の
場
を
通

し
て
、
広
く
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
。

更
に
国
際
交
流
協
会
の
設
立
な
ど
で
、

多
様
な
交
流
ス
キ
ー
ム
を
確
立
し
、
区

民
主
体
で
柔
軟
か
つ
日
常
的
に
国
際
交

流
が
行
え
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。

［
空
港
跡
地
整
備
に
つ
い
て
］

空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
の
事
業
者
決

定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
今
回
の

公
募
に
あ
た
り
区
が
最
も
事
業
者
に
期

待
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

28
年
10
月
31
日
に
募
集
要
項
を
公
表

し
、
29
年
３
月
24
日
が
提
案
書
提
出
の

締
切
日
。
提
出
後
は
、
学
識
経
験
者
な

ど
か
ら
な
る
選
定
委
員
会
で
、
29
年
５

月
下
旬
に
事
業
予
定
者
を
決
定
す
る
予

定
。
民
間
な
ら
で
は
の
優
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
と
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
日
本
の
表

玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
提
案
を
期
待
す
る
。

［
新
空
港
線
整
備
に
つ
い
て
］

新
空
港
線
事
業
の
現
在
の
状
況
と
、

今
後
の
具
体
的
な
動
き
を
伺
う
。

答
申
を
受
け
、
28
年
８
月
か
ら
関
係

者
間
で
整
備
実
現
に
向
け
、
事
業
計
画
、

事
業
費
、
採
算
性
な
ど
の
諸
課
題
の
話

し
合
い
を
進
め
、
28
年
度
末
を
目
途
に

一
定
の
整
理
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。
29
年
度
は
合
意
形
成
後
、

速
や
か
に
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
、
整

備
主
体
設
立
に
向
け
取
り
組
む
。

［
中
央
防
波
堤
埋
立
地
に
つ
い
て
］

１
日
も
早
い
帰
属
確
定
の
た
め
に
、

空
港
臨
海
部
と
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の

一
体
性
の
確
保
の
視
点
に
立
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
区
長
の

考
え
を
伺
う
。

未
帰
属
状
態
の
継
続
は
、
空
港
と
中

央
防
波
堤
埋
立
地
を
含
む
臨
海
部
の
機

能
が
、
一
体
的
に
活
用
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
え
ず
、
東
京
の
国
際
競
争
力

の
減
退
を
招
く
も
の
で
、
将
来
を
展
望

し
正
式
協
議
を
決
断
し
た
。
区
の
輝
く

未
来
に
向
け
早
期
解
決
に
ま
い
進
す
る
。

［
子
育
て
と
教
育
政
策
に
つ
い
て
］

児
童
虐
待
へ
の
取
り
組
み
は
待
っ
た

な
し
で
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
必

要
。
児
童
相
談
所
の
設
置
を
含
め
た
児

童
虐
待
対
策
の
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

現
在
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
児
童
虐
待
の
相
談
窓
口
で
あ
る
。

増
加
す
る
虐
待
相
談
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
体
制
強
化
が
必
要
。
29
年
度
は
、
虐

待
対
策
を
担
当
す
る
係
長
の
増
員
と
児

童
相
談
所
派
遣
職
員
を
２
名
か
ら
３
名

に
増
員
し
、
現
行
体
制
を
強
化
。
新
た

に
開
設
準
備
担
当
課
長
を
配
置
し
、
整

備
方
針
を
29
年
度
中
に
ま
と
め
る
予
定
。

保
育
園
の
入
園
児
童
が
増
え
る
中
、

私
立
幼
稚
園
は
、
入
園
児
が
減
少
し
運

営
に
支
障
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

時
預
か
り
保
育
の
充
実
な
ど
、
教
育
的

な
ニ
ー
ズ
と
共
に
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

都
は
、
31
年
度
末
ま
で
に
保
育
サ
ー

ビ
ス
で
就
学
前
児
童
人
口
の
50
％
相
当

の
受
け
入
れ
枠
を
整
備
予
定
。
今
後
整

備
の
進
展
に
よ
り
私
立
幼
稚
園
の
経
営

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
区
は
、

私
立
幼
稚
園
に
保
育
園
並
の
長
時
間
預

か
り
保
育
の
委
託
事
業
を
29
年
度
か
ら

開
始
。
28
年
度
途
中
に
は
、
職
員
の
配

置
要
件
な
ど
私
立
幼
稚
園
が
受
託
し
や

す
い
よ
う
制
度
を
見
直
し
た
。
私
立
幼

稚
園
設
置
者
に
は
、
想
定
さ
れ
る
状
況

の
説
明
と
長
時
間
保
育
の
受
託
を
促
し
、

安
定
経
営
を
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

［
産
業
政
策
に
つ
い
て
］

区
長
の
産
業
政
策
に
対
す
る
想
い
と
、

今
後
、
区
が
進
む
べ
き
産
業
政
策
の
方

向
性
、
ま
た
臨
海
部
に
お
け
る
今
後
の

産
業
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

区
に
と
っ
て
産
業
は
、
区
民
生
活
を

支
え
、
豊
か
な
文
化
を
生
み
出
し
、
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
源
泉
で

あ
る
。
臨
海
部
は
、
工
業
専
用
地
域
や
、

物
流
、
港
湾
な
ど
我
が
国
の
産
業
に
不

可
欠
な
機
能
が
形
成
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
資
源
で
あ
る
。
今
後
、
整
備
が
進
む

産
業
交
流
施
設
や
中
央
防
波
堤
埋
立
地

の
早
期
解
決
を
図
り
、
臨
海
部
の
一
体

的
な
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

例
の
制
定
を
求
め
る
。

他
区
の
動
向
を
踏
ま
え
、
公
契
約
の

在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

売
却
予
定
の
国
有
地
を
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
で
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

立
地
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
国
有

地
な
ど
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

［
貧
困
対
策
は
、
子
ど
も
の
視
点
で
］

食
生
活
が
乱
れ
る
と
生
活
全
般
が
乱

れ
て
く
る
。
成
長
時
期
に
栄
養
素
が
乱

れ
る
と
大
人
に
な
っ
た
と
き
の
病
気
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
子
ど
も
の
貧
困
対

策
・
食
育
の
た
め
に
も
給
食
費
を
無
償

化
す
べ
き
。

必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
視
点
か
ら
就
学
援
助
に
部

活
動
費
を
盛
り
込
み
支
援
を
す
べ
き
。

ま
た
、
就
学
援
助
の
基
準
を
、
以
前
の

保
護
基
準
１
・
３
倍
へ
と
戻
す
べ
き
。

現
時
点
で
部
活
動
費
を
盛
り
込
む
こ

と
は
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
生
活
保

護
基
準
に
対
応
す
る
認
定
倍
率
に
つ
い

て
は
、
今
後
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

貸
付
型
奨
学
金
の
返
済
が
生
活
を
苦

し
め
て
い
る
。
借
り
て
い
る
方
の
4
割

が
苦
し
さ
を
感
じ
て
お
り
、
給
付
型
奨

学
金
の
継
続
と
対
象
条
件
の
緩
和
は
必

然
だ
と
考
え
る
。

制
度
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
検
討

に
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
育
料
に
つ
い
て
非
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
を
今

年
4
月
か
ら
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

更
な
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
寡
婦
控
除

み
な
し
適
用
の
事
業
を
拡
大
す
べ
き
。

今
後
も
様
々
な
施
策
展
開
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

［
憲
法
25
条
生
存
権
に
基
づ
く
、
国
民

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
］

国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
障
が
前
提
。

国
と
都
に
対
し
て
支
出
金
の
増
額
を
求

め
る
べ
き
。

特
別
区
長
会
で
は
、
財
政
措
置
の
拡

充
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
国
民
健

康
保
険
料
引
き
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
。

繰
り
入
れ
を
増
や
す
こ
と
で
の
独
自

の
保
険
料
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
も
介
護
保
険

制
度
と
同
様
に
境
界
層
の
減
免
制
度
を

国
に
求
め
る
こ
と
。
当
面
、
区
独
自
に

境
界
層
減
免
を
検
討
す
る
こ
と
。

境
界
層
措
置
に
よ
る
減
免
制
度
を
設

け
る
考
え
は
な
い
。

生
存
権
を
脅
か
す
口
座
の
全
額
差
し

押
さ
え
は
や
め
る
べ
き
。

滞
納
処
分
が
で
き
な
い
事
実
が
あ
る

と
認
め
た
と
き
は
、
執
行
の
停
止
を
行

っ
て
い
る
。

滞
納
整
理
は
生
活
再
建
支
援
で
滞
納

を
解
決
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
野
洲
市

の
よ
う
な
債
権
管
理
条
例
の
制
定
を
。

滞
納
の
再
発
や
生
活
状
況
の
更
な
る

悪
化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

写真は、大田区の空港臨海部。平成29年度は、羽田空港跡地第１ゾーンの整備の新
たなステップとして、第1期事業予定地の整備・運営事業者を選定し、成長戦略拠
点の整備がスタートするなど、跡地整備は具体化に向けて大きな一歩を踏み出す。

［
区
政
・
憲
法
70
年
、
平
和
な
区
へ
］

国
政
の
問
題
で
も
政
府
が
憲
法
違
反

の
行
動
を
す
る
場
合
、
憲
法
に
基
づ
い

て
地
方
自
治
体
が
意
見
を
あ
げ
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
南
ス
ー
ダ
ン
か

ら
の
自
衛
隊
撤
退
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
。

政
府
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
行
使
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

共
謀
罪
は
反
戦
平
和
に
相
反
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
。

政
府
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
平

和
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

［
区
民
負
担
増
を
や
め
、
暮
ら
し
優
先

の
予
算
に
つ
い
て
］

補
正
予
算
は
公
共
施
設
整
備
基
金
に

20
億
円
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。

一
部
を
振
り
分
け
る
な
ど
、
更
な
る
待

機
児
対
策
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
補
助
の

た
め
、
緊
急
に
補
正
予
算
を
組
む
べ
き
。

（
仮
称
）
保
育
士
応
援
手
当
の
新
設

や
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
の
拡
充

な
ど
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
は
防
災
用
品
の
あ
っ
せ
ん
に
取

り
入
れ
て
い
る
。

新
空
港
線
の
積
立
基
金
は
、
当
初
予

算
か
ら
前
年
度
を
５
億
円
上
回
る
10
億

円
の
積
み
立
て
を
行
う
が
、
５
億
円
あ

れ
ば
、
学
校
給
食
、
施
設
使
用
料
、
保

育
料
の
値
上
げ
は
必
要
な
い
。
大
型
開

発
よ
り
暮
ら
し
応
援
に
転
換
す
べ
き
。

工
事
着
手
時
期
を
に
ら
み
な
が
ら
、

準
備
資
金
に
見
合
う
基
金
を
引
き
続
き

積
み
立
て
て
い
く
。
施
設
な
ど
を
利
用

す
る
区
民
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
は
破
綻
へ

の
道
で
あ
り
、
区
民
へ
多
額
の
借
金
を

つ
く
る
。
蒲
蒲
線
計
画
は
中
止
を
。

新
空
港
線
整
備
着
手
に
向
け
、諸
準

備
を
進
め
て
い
く
。

行
政
が
し
っ
か
り
と
委
託
先
の
労
働

者
の
賃
金
を
把
握
し
改
善
す
る
こ
と
は
、

公
共
事
業
や
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
大
田
区
で
公
契
約
条

区
政
を
き
く

日
本
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

活
力
あ
る
区
政
運
営
を

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合　

松
原
　
秀
典

負
担
増
・
大
型
開
発
か
ら

暮
ら
し
優
先
の
予
算
に

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団　

福
井
　
亮
二

代
表
質
問

ホームページのご案内

　ホームページで議会の新着
情報や議員名簿、会議日程な
どをお知らせしています。
　ぜひご活用ください。
大田区議会ホームページアド
レス
http://www.city.ota.tokyo.
jp/gikai/

写真は、平和の森公園の中にある平和の像「愛し子」。区は昭
和59年8月15日に、世界の恒久平和と人類の永遠の繁栄を願っ
て平和都市宣言を行い、記念に「愛し子」を建立した。また花
火の祭典など、 毎年様々な記念行事を行っている。
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［
補
助
金
に
つ
い
て
］

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
補
助
金
制
度

の
見
直
し
の
方
向
性
と
現
況
を
伺
う
。

区
は
、
平
成
28
年
３
月
に
大
田
区
補

助
金
適
正
化
方
針
を
定
め
、
見
直
し
の

有
無
と
見
直
す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
明

確
に
し
た
。
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
補
助
金
制
度
を
構
築
し
て
い
く
。

［
産
業
に
つ
い
て
］

商
店
街
振
興
に
対
し
て
の
支
援
に
重

き
を
置
き
、
支
援
内
容
を
一
層
拡
充
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

29
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
装
飾
灯

の
維
持
管
理
助
成
の
引
き
上
げ
を
始
め
、

個
店
支
援
や
商
店
街
へ
の
専
門
家
派
遣

に
つ
い
て
も
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
情

報
発
信
の
強
化
や
、
人
材
育
成
な
ど
の

施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
創
業
者
向
け
ソ

フ
ト
支
援
に
つ
い
て
、
都
と
の
連
携
も

含
め
た
区
の
取
り
組
み
と
彼
ら
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
独
自
基
金
の
必
要
性
を
伺
う
。

創
業
者
支
援
窓
口
な
ど
を
大
田
区
産

業
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
。
大
田

区
産
業
プ
ラ
ザ
内
に
は
、
都
の
支
援
機

関
が
立
地
し
て
お
り
、
企
業
の
成
長
を

29
年
度
予
算
編
成
で
、
現
状
の
区
政

の
課
題
と
重
点
箇
所
に
つ
い
て
伺
う
。

29
年
度
は
「
大
田
区
実
施
計
画
」
掲

載
の
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
お
お
た

未
来
プ
ラ
ン
10
年
（
後
期
）
に
掲
げ
た

施
策
を
更
に
推
進
す
る
重
要
な
年
と
い

う
認
識
の
も
と
、
４
つ
の
重
点
課
題
を

設
け
、
特
に
優
先
的
に
予
算
を
配
分
し

た
。
保
育
園
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

対
策
の
強
化
な
ど
、
未
来
を
ひ
ら
く
子

ど
も
た
ち
や
若
者
の
成
長
を
支
え
る
た

め
の
予
算
を
配
分
し
た
。
シ
ル
バ
ー
派

遣
事
業
の
活
用
に
よ
る
保
育
・
子
育
て

分
野
へ
の
支
援
拡
大
な
ど
、
誰
も
が
健

康
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。
安
全
・
安
心
の
分
野
で
は
熊
本

地
震
の
教
訓
を
生
か
し
た
よ
り
実
践
的

な
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
災

害
に
強
く
、
安
全
で
安
心
な
生
活
基
盤

を
確
立
す
る
決
意
で
あ
る
。
国
際
都
市

お
お
た
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
取
り
組

み
で
は
、
新
空
港
線
や
羽
田
空
港
跡
地

整
備
の
推
進
と
共
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
。
こ
の
取

り
組
み
の
も
と
、
区
の
明
る
い
未
来
に

向
け
力
強
く
区
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

社
会
経
済
情
勢
や
人
口
構
成
の
変
化
、

そ
れ
に
対
応
す
る
行
政
需
要
を
考
え
た

基
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

29
年
度
予
算
編
成
で
は
、
基
金
取
り

崩
し
額
の
増
額
に
よ
り
財
源
確
保
を
図

っ
た
。
引
き
続
き
事
務
事
業
の
見
直
し
、

経
常
経
費
節
減
、
新
た
な
財
源
確
保
な

ど
内
部
努
力
は
も
と
よ
り
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
基
金
を
効
果
的
に
活

用
し
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

お
お
た
子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン

を
具
体
化
す
る
う
え
で
、
教
育
委
員
会

の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

学
習
面
か
ら
は
、「
世
帯
年
収
と
学

力
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
」
と
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
カ
ル
テ
作
成
と
学
習
相

談
の
実
施
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
学
習

状
況
の
把
握
や
助
言
を
行
い
、
ド
リ
ル

な
ど
で
学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ
て
い

る
。
29
年
度
は
習
熟
度
別
少
人
数
指
導

や
放
課
後
補
習
教
室
の
講
師
を
増
員
す

る
な
ど
、
学
力
低
位
層
へ
の
学
習
支
援

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を
更
に
進
め

て
い
く
。
生
活
面
か
ら
は
、
教
員
が
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
向
き
合
う
中
で
、

家
庭
の
状
況
把
握
に
努
め
、
学
校
全
体

で
組
織
的
に
解
決
に
取
り
組
む
と
共
に
、

教
育
セ
ン
タ
ー
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
や
福
祉
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
解
決
を
目
指
し
て
い
く
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
へ
多
額
の

予
算
計
上
を
し
た
狙
い
、
成
果
を
伺
う
。

29
年
度
予
算
編
成
で
、重
点
課
題
の

一
つ
「
未
来
を
ひ
ら
く
子
ど
も
た
ち
や

若
者
の
成
長
を
支
え
る
取
り
組
み
」
を

進
め
る
と
共
に
、「
選
択
と
集
中
」
を

徹
底
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
は
、
27

年
度
か
ら
実
施
の
区
独
自
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
授
業
へ
の

興
味
・
関
心
が
高
ま
る
と
共
に
、
学
習

効
果
測
定
で
も
成
績
の
向
上
が
見
ら
れ

た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
成
果
を
広
め
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
小
・
中
学
校
全

校
へ
一
斉
導
入
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
新
た
な
技
術
革

新
の
可
能
性
の
あ
る
事
業
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
フ
ァ
ン
ド
も
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

区
内
企
業
で
は
、
技
術
力
と
仲
間
ま

わ
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
発
揮
し
、

世
界
に
信
頼
さ
れ
る
大
田
区
の
ブ
ラ
ン

ド
を
形
成
し
て
き
た
。
今
後
も
大
田
の

も
の
づ
く
り
の
力
を
世
界
に
発
信
し
続

け
る
た
め
、
様
々
な
分
野
と
区
企
業
と

の
連
携
の
き
ず
な
を
太
く
し
、
製
品
を

世
に
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
の

一
つ
に
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る
と
い
う

考
え
方
も
必
要
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

区
の
ブ
ラ
ン
ド
を
力
強
く
発
信
す
る
新

製
品
が
出
現
し
て
い
く
よ
う
区
内
企
業

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
い
く
。

今
後
の
桜
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

近
年
整
備
し
た
道
路
の
街
路
樹
や
公

園
な
ど
で
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
、
ヨ
ウ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
な
ど
新
た

な
品
種
の
導
入
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

様
々
な
桜
の
花
を
長
い
期
間
楽
し
め
る

桜
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
、
道
路
・
公
園
な
ど
可
能
な
場
所

で
、
区
民
と
共
に
更
に
進
め
て
い
き
た

い
。新

空
港
線
へ
の
区
長
の
思
い
を
伺
う
。

整
備
実
現
に
向
け
、
沿
線
自
治
体
と

の
連
携
を
更
に
深
め
て
い
く
。
連
携
を

生
か
し
な
が
ら
、
財
源
確
保
に
向
け
た

写真は、多摩川ガス橋緑地付近の土手沿いのソメイヨシノ「二十一世紀
桜」。この桜をシンボルに、毎年地域のきずなを深めるため「二十一世
紀桜まつり」が開催されるなど、地域が一体となった桜を生かしたまち
づくりが進められている。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と

未
来
に
つ
な
が
る
区
政
を

大
田
区
議
会
公
明
党　

松
本
　
洋
之

適
切
な
予
算
に
よ
り
、

国
際
都
市
お
お
た
の
未
来
を
築
く

大
田
区
議
会
民
進
党　

松
原
　
　
元

支
援
し
て
い
る
。
基
金
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

［
子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て
］

病
児
・
病
後
児
保
育
の
受
け
入
れ
施

設
拡
大
の
た
め
、
診
療
機
関
へ
呼
び
か

け
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

引
き
続
き
、
医
師
会
や
医
療
機
関
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
規
開
設

に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の
利

用
率
向
上
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

今
後
も
外
国
籍
児
童
・
生
徒
は
増
加
、

多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

指
導
員
の
更
な
る
確
保
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
。

日
本
語
初
期
指
導
に
つ
い
て
は
、
指

導
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
を
、
全
て
受

け
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
外
国
人
児
童

・
生
徒
の
入
学
状
況
を
見
な
が
ら
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

写真は、小学校で行われている外国語活動の授業の様子。
区は、外国語教育指導員の配置時間を増やすなど、将来
国際人として活躍できる素地を培うことを目指している。

都
と
の
協
議
を
進
め
、
関
係
者
合
意
を

図
っ
て
い
く
。
整
備
主
体
設
立
に
向
け

て
、
私
が
先
頭
に
立
っ
て
ま
い
進
し
て

い
く
。中

央
防
波
堤
埋
立
地
帰
属
問
題
の
１

日
も
早
い
解
決
、
区
長
の
覚
悟
を
伺
う
。

江
東
区
と
の
正
式
協
議
を
重
ね
、
主

張
す
べ
き
こ
と
を
正
々
堂
々
と
主
張
し

て
き
た
。
互
い
の
主
張
が
平
行
線
を
た

ど
っ
て
い
る
が
、
大
田
区
の
主
張
に
こ

そ
、
法
的
正
当
性
と
客
観
性
が
あ
る
と

確
信
を
深
め
て
い
る
。
し
か
る
べ
き「
そ

の
時
」
を
見
極
め
な
が
ら
、
法
に
定
め

ら
れ
た
手
続
き
に
よ
り
適
切
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。
引
き
続
き
、
大
田
区
民

71
万
人
の
熱
い
想
い
を
背
負
い
、
不
退

転
の
決
意
を
も
っ
て
早
期
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

［
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
］

29
年
５
月
に
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ

ー
ン
の
事
業
予
定
者
が
決
定
し
、
ま
ち

づ
く
り
が
進
む
が
、
区
と
事
業
者
が
担

う
役
割
は
。

第
一
期
事
業
は
、
官
民
連
携
で
進
め
、

区
が
事
業
対
象
地
に
定
期
借
地
権
を
設

定
し
て
、
事
業
者
に
土
地
を
貸
し
出
し
、

事
業
者
が
そ
の
土
地
に
新
し
い
ま
ち
を

整
備
す
る
。
区
は
、
こ
の
場
所
に
お
い

て
経
済
波
及
効
果
を
広
げ
て
い
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
新
産
業
創

造
・
発
信
拠
点
を
形
成
し
て
い
く
。

今
後
、
区
立
学
校
の
改
築
も
随
時
行

わ
れ
て
い
く
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
と

の
複
合
化
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

各
学
校
の
改
築
時
に
お
い
て
は
容
積

な
ど
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、
子
ど
も
・

子
育
て
を
支
援
す
る
機
能
、
区
民
活
動

を
支
援
す
る
機
能
な
ど
を
複
合
化
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

 15 日 本会議（第１日）
 16 日 本会議（第２日）
 19 日 常任委員会
 20 日 常任委員会
 21 日 議会運営委員会
 22 日 特別委員会
 26 日 議会運営委員会
 本会議（第３日）

平成29年第２回定例会の予定

○請願・陳情の締め切り
　６月８日（木）

※�以上は予定であり、実際の日
程は、定例会開催前の議会運
営委員会で決定します。詳細
は、議会事務局までお問い合
わせください。

6月

議会事務局 FAX	 5744-1541
電話	 5744-1474

聴覚などに障がいのある方へ
手話通訳者の配置とＦＭ補聴システム受信機の

貸し出しを行っています

●手話通訳者の配置を希望される方（本会議及び委員会）
　傍聴希望日の７日前までに下記問い合わせ先へお申し出ください。

●ＦＭ補聴システム受信機の貸し出しを希望される方（本会議）
　前日までに下記問い合わせ先へお申し出ください。
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小
峰
　
由
枝

大
田
区
議
会

公
明
党

［
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
］

社
会
福
祉
法
で
市
町
村
地
域
福
祉
計

画
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
区
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

平
成
30
年
度
ま
で
の
現
計
画
は
、
地

域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
基
盤
づ
く
り

の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
き
た
。

制
度
の
狭
間
に
陥
っ
た
方
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
が
今
こ
そ
必
要
。

こ
の
状
況
を
区
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

区
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
で
、
多
様
で
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
た
、
制
度
の
狭
間
の
生
活
困

窮
者
の
相
談
を
受
け
、
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

次
期
改
定
が
迫
る
地
域
福
祉
計
画
だ

が
、
国
の
地
域
共
生
社
会
の
考
え
方
で

あ
る
「
支
え
合
う
励
ま
し
の
地
域
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
区
は
ど
の
よ
う
な
方

向
性
な
の
か
。

現
在
、
国
で
は
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
、
世
代
や
分
野
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
生
社
会
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
区
は
、
こ
れ
ま

で
も
福
祉
分
野
に
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
国
の
地
域
共
生
社
会
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
区
は
、
29
年
度
、
次

期
計
画
策
定
の
た
め
の
実
態
調
査
を
予

定
し
、
地
域
の
力
を
生
か
し
た
包
括
的

支
援
体
制
の
構
築
に
焦
点
を
あ
て
、
計

画
策
定
を
進
め
る
。

［
母
子
支
援
事
業
に
つ
い
て
］

好
評
な
区
の
き
ず
な
メ
ー
ル
だ
が
、

乳
幼
児
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
大
変
充
実

し
て
い
る
川
崎
市
の
ア
プ
リ
な
ど
を
参

考
に
し
た
情
報
拡
充
を
要
望
す
る
。

今
後
と
も
有
効
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
情
報
提
供
に
努
め
る
。

更
な
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

の
た
め
、
保
健
師
・
助
産
師
対
象
の
ネ

ウ
ボ
ラ
先
駆
者
な
ど
に
よ
る
研
修
や
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
望
む
が
い
か
が
か
。

引
き
続
き
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
充

実
の
た
め
研
修
も
充
実
し
て
い
く
。

産
後
１
か
月
か
ら
３
か
月
が
産
後
う

つ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。

産
前
産
後
の
母
親
の
ケ
ア
を
厚
く
す
る

た
め
の
区
の
考
え
と
方
向
性
を
伺
う
。

産
前
産
後
の
支
援
は
、
健
康
や
メ
ン

タ
ル
や
育
児
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
相

談
業
務
と
、
お
母
さ
ん
の
負
担
軽
減
と

な
る
生
活
支
援
両
面
に
お
い
て
重
要
で

あ
り
、
い
く
つ
も
の
組
み
合
わ
せ
が
必

要
。
関
係
部
局
と
連
携
し
検
討
す
る
。

椿
　
　
真
一

大
田
区
議
会

公
明
党

［
福
祉
避
難
所
の
拡
充
に
つ
い
て
］

現
在
の
福
祉
避
難
所
の
協
定
締
結
状

況
は
。
そ
の
規
模
で
足
り
る
の
か
。

現
在
、57
施
設
を
福
祉
避
難
所
と
し

て
協
定
締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ま

だ
十
分
で
は
な
い
。

小
・
中
学
校
の
避
難
場
所
に
お
い
て
、

福
祉
避
難
室
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

全
て
の
学
校
防
災
活
動
拠
点
会
議
で
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
検
討

し
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

東
京
都
介
護
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
事
業
を
区
内
民
間
介
護
事
業
者
へ
広

く
告
知
し
、
福
祉
避
難
所
拡
充
の
た
め
、

有
効
活
用
す
べ
き
。
区
の
考
え
を
伺
う
。

区
内
事
業
者
へ
、
同
事
業
の
案
内
な

ど
の
支
援
を
通
じ
て
介
護
人
材
確
保
と

同
時
に
災
害
対
策
を
一
層
進
め
て
い
く
。

現
在
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
個
別
支

援
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
約
１
万
６
千
人
が
該
当
。
個

別
支
援
プ
ラ
ン
は
、
支
援
の
必
要
性
が

特
に
高
い
方
か
ら
順
次
策
定
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）

の
推
進
や
長
期
に
わ
た
る
要
配
慮
者
に

対
す
る
支
援
、
介
護
職
員
の
協
定
な
ど
、

人
的
確
保
に
つ
い
て
現
在
の
進
捗
状
況

と
区
の
考
え
を
伺
う
。

避
難
所
を
運
営
す
る
た
め
の
人
材
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

福
祉
避
難
所
で
の
協
力
を
求
め
検
討
し

て
い
く
。
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
調

査
し
、
把
握
に
努
め
て
い
く
。

小
中
学
校
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難
所

へ
の
移
送
は
、
事
前
に
協
定
締
結
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
が
区
の
考
え
を
伺
う
。

施
設
と
の
協
定
や
補
助
者
の
確
保
に

向
け
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
検

討
し
て
い
く
。

［
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
に
つ
い
て
］

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、
提
供

で
き
る
食
品
業
者
を
募
り
、
公
共
性
の

高
い
地
域
団
体
へ
の
食
糧
支
援
を
行
う

大
田
区
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
は

い
か
が
か
。

賞
味
期
限
が
近
づ
い
た
食
品
に
つ
い

て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
り
、
区
内

の
福
祉
団
体
な
ど
へ
寄
付
す
る
こ
と
は
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
加
え
、
お
お
た
子

ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど

に
も
寄
与
し
、
福
祉
的
な
支
援
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
。
今
後
、
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

荻
野
　
　
稔

東
京
維
新
の
会

大
田

［
教
育
の
格
差
］

平
均
的
な
地
区
ご
と
の
収
入
差
の
開

き
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
影
響
を
考
慮

し
、
区
全
体
の
課
題
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
も
必
要
。
見
解
を
伺
う
。

一
人
ひ
と
り
の
児
童
・
生
徒
に
真
摯

に
向
き
合
う
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
将
来
に
向
け
た

夢
を
持
ち
、
意
欲
を
持
っ
て
そ
の
夢
を

実
現
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

［
文
化
・
社
会
的
経
験
の
格
差
］

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
社
会
体
験
を

子
ど
も
や
若
者
に
提
供
し
、
担
い
手
や

そ
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
へ
も
、
区
は

積
極
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
。

子
ど
も
や
若
者
が
気
軽
に
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
場
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
担
い
手
や
団
体
の
状
況

把
握
に
努
め
一
層
の
支
援
を
進
め
る
。

三
沢
清
太
郎

東
京
維
新
の
会

大
田

［
区
施
設
に
あ
る
自
動
販
売
機
の
貸
し

付
け
に
つ
い
て
］

国
道
沿
い
の
自
動
販
売
機
が
災
害
対

応
型
に
な
れ
ば
、
発
災
時
帰
宅
困
難
者

の
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
な
り
う
る
。

災
害
対
応
型
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
型
へ
の

置
き
換
え
の
是
非
に
つ
い
て
伺
う
。

区
施
設
に
設
置
の
自
動
販
売
機
は
、

極
力
災
害
対
応
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
な
ど
の

地
域
貢
献
型
の
機
種
に
す
る
よ
う
、
全

庁
に
向
け
て
通
知
し
て
い
る
。

来
訪
者
へ
の
快
適
な
ネ
ッ
ト
環
境
提

供
の
た
め
、
無
料
Ｗ
ｉ
−Ｆ
ｉ
機
能
付

き
自
動
販
売
機
の
普
及
を
検
討
し
て
は
。

快
適
な
ネ
ッ
ト
環
境
の
提
供
は
、
来

訪
者
に
と
っ
て
大
変
有
益
と
考
え
る
。

区
施
設
に
設
置
の
自
動
販
売
機
に
は
、

全
庁
的
な
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
貢
献

型
な
ど
の
機
種
導
入
に
努
め
る
。

犬
伏
　
秀
一

た
ち
あ
が
れ
日
本

都
出
納
長
、
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
、

東
京
メ
ト
ロ
副
社
長
を
経
た
逸
材
が
副

区
長
に
着
任
し
て
以
来
、
管
理
職
の
悲

鳴
が
聞
こ
え
る
。
浜
渦
都
副
知
事
の

 「
お
手
紙
方
式
」
を
模
倣
し
た
の
か
職

員
の
区
長
、
副
区
長
へ
の
面
談
も
厳
し

く
制
限
さ
れ
た
。
風
通
し
を
良
く
せ
よ
。

ま
ず
書
面
と
し
、
軽
易
な
内
容
や
了

解
事
項
が
完
結
す
る
よ
う
改
善
し
た
。

区
制
70
周
年
イ
ベ
ン
ト
花
盛
り
だ
が

何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。
無
駄
だ
。

区
政
に
関
心
を
持
つ
一
助
と
な
る
。

年
中
、
組
織
改
正
や
人
事
異
動
す
る

大
田
区
の
異
常
さ
を
や
め
る
べ
き
。

適
材
適
所
の
配
置
に
努
め
て
い
る
。

観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
蒲
蒲
線
な
ど
は

や
め
基
礎
自
治
体
の
本
来
業
務
に
戻
れ
。

各
施
策
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

湯
本
良
太
郎

闘
う
改
革
の
会

［
羽
田
空
港
国
際
線
増
便
へ
の
影
響
］

航
空
機
か
ら
の
落
下
物
は
過
去
10
年
、

都
内
や
大
田
区
で
事
例
が
あ
る
の
か
。

羽
田
空
港
の
着
陸
経
路
下
の
江
戸
川

区
は
過
去
10
年
間
落
下
物
な
ど
の
被
害

は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
大
田
区
の
事
例

も
発
生
し
て
い
な
い
。

「
新
飛
行
ル
ー
ト
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ

５
マ
イ
ル
の
幅
で
16
キ
ロ
の
幅
を
飛
行

で
き
る
」
発
言
の
事
実
関
係
を
伺
う
。

航
空
機
は
位
置
測
定
の
最
新
機
器
な

ど
を
搭
載
、
飛
行
で
は
地
上
電
波
で
の

誘
導
や
管
制
官
の
指
示
な
ど
精
度
の
高

い
離
着
陸
を
行
っ
て
い
る
。
羽
田
空
港

を
離
発
着
す
る
航
空
機
も
、
最
新
機
器

で
の
誤
差
の
少
な
い
飛
行
方
法
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
現
行
、
新
飛
行
ル
ー
ト

で
「
16
キ
ロ
の
幅
を
飛
行
」
の
余
地
は

全
く
な
い
と
国
に
確
認
し
て
い
る
。

佐
藤
　
　
伸

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
区
内
中
小
企
業
支
援
の
充
実
を
］

今
年
拡
充
し
た
、
も
の
づ
く
り
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
更
に
増
員
し
、

区
内
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
で
、

区
内
も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
仕
事
を
確

保
す
る
事
業
の
拡
大
・
強
化
を
求
め
る
。

29
年
度
の
増
員
計
画
は
な
い
。各
種

事
業
を
通
じ
仕
事
確
保
に
努
め
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
の
集
積
に
大
き
な
役
割

が
期
待
さ
れ
る
工
場
ア
パ
ー
ト
の
増
設

を
計
画
的
に
進
め
、
空
い
て
い
る
貸
し

工
場
を
区
が
借
り
上
げ
て
貸
し
出
す
な

ど
、
柔
軟
な
対
応
で
産
業
集
積
を
維
持

発
展
さ
せ
る
施
策
の
展
開
を
大
胆
に
行

う
べ
き
。
ま
た
、
工
場
ア
パ
ー
ト
の
家

賃
補
助
の
拡
充
に
つ
い
て
も
求
め
る
。

貸
工
場
・
工
業
用
地
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
を
実
施
し
て
お
り
区
が
借
り
上
げ
る

考
え
は
な
い
。
ま
た
、
家
賃
補
助
な
ど

の
固
定
費
補
助
の
実
施
の
考
え
は
な
い
。

工
場
ア
パ
ー
ト
の
入
居
期
限
を
迎
え

る
企
業
に
対
し
、
引
き
続
き
、
区
内
に

と
ど
ま
り
操
業
し
続
け
ら
れ
る
支
援
の

特
段
の
取
り
組
み
と
、
既
存
の
事
業
に

と
ど
ま
ら
な
い
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

区
内
で
の
事
業
継
続
の
た
め
、
不
動

産
、
経
営
支
援
の
案
内
、
ビ
ジ
ネ
ス
相

談
の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

渡
司
　
　
幸

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン
を
受
け

て
の
支
援
に
つ
い
て
］

支
援
が
必
要
な
家
族
に
対
し
、
今
後

の
相
談
機
能
の
充
実
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

区
で
は
、
29
年
度
に
新
た
に
設
置
予

定
の「(

仮
称)

お
お
た
子
ど
も
の
生
活

応
援
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」
と
、
現
行
の

要
支
援
家
庭
等
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、

具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
、
幅
広
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
、
相
談
者
の
状

況
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
展
開
し
て
い

く
。プ

ラ
ン
の
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
自
尊
感
情
に
対
し
ど
の
よ
う
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
る
か
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
子
ど
も

の
自
尊
感
情
を
高
め
、
自
己
肯
定
感
を

も
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
支
援
者
が
子
ど
も

と
家
庭
の
心
情
を
十
分
に
く
み
取
り
な

が
ら
、
そ
の
状
況
に
寄
り
添
い
配
慮
し

た
姿
勢
が
不
可
欠
で
あ
る
。
支
援
者
を

育
成
す
る
こ
と
は
区
の
責
務
で
あ
る
。

［
学
齢
期
以
前
の
要
支
援
家
庭
の
発
見

と
支
援
に
つ
い
て
］

乳
幼
児
健
診
の
受
診
率
と
、
受
診
さ

れ
な
か
っ
た
保
護
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
伺
う
。

27
年
度
実
績
は
、４
か
月
児
健
診
96・

９
％
、
１
歳
６
か
児
健
診
95
・
４
％
、

３
歳
児
検
診
95
・
２
％
。
未
受
診
の
保

護
者
へ
は
、
電
話
で
受
診
勧
奨
し
、
心

配
な
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

で
も
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
は
自
宅
に

訪
問
し
て
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
も
、
居
場
所
づ
く
り
を

行
う
団
体
と
連
携
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

地
域
に
は
、
子
ど
も
が
安
全
に
食
事

を
で
き
る
場
や
、
学
習
の
場
を
提
供
す

る
団
体
が
あ
る
。
今
後
は
、
学
校
と
こ

れ
ら
の
団
体
と
の
連
携
を
進
め
る
。

［
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
］

大
田
区
な
ら
で
は
の
区
民
が
利
用
し

や
す
い
児
童
相
談
所
を
設
置
し
て
ほ
し

区
政をき
く

一
般
質
問

傍
聴
席
で
の

撮
影
・
録
音
な
ど
は

原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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い
が
い
か
が
か
。

今
後
、区
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所

は
、
既
存
の
児
童
相
談
所
の
機
能
を
移

す
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

区
民
が
相
談
し
や
す
い
児
童
相
談
所
の

設
置
を
目
指
し
て
、
全
庁
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

区
に
児
童
相
談
所
を
開
設
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
が
必
要
に
な

る
の
か
。

人
口
規
模
に
基
づ
く
配
置
基
準
が
あ

り
、
大
田
区
で
は
、
児
童
福
祉
司
が
18

人
、
児
童
心
理
司
が
９
人
必
要
と
な
る
。

区
が
目
指
す
児
童
相
談
所
を
担
う
人
材

を
確
保
し
、
そ
の
育
成
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
。長

野
　
元
祐

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
品
位
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
］

ま
ち
の
美
観
維
持
に
は
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
喫
煙
マ
ナ
ー
に
関
し
、
区
は

現
在
の
指
導
・
管
理
態
勢
か
ら
今
一
歩

踏
み
出
す
べ
き
。
今
後
の
マ
ナ
ー
指
導

の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、
蒲
田
駅

周
辺
に
専
門
的
知
識
、
対
応
能
力
を
有

し
た
啓
発
指
導
員
を
配
置
し
、
巡
回
日

数
、
巡
回
時
間
も
増
や
す
こ
と
で
強
化

す
る
。
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
歩
行
喫

煙
の
状
況
調
査
を
行
い
、
更
な
る
改
善

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
向
上
の

実
効
性
を
担
保
し
た
い
。

自
転
車
の
押
し
歩
き
指
導
及
び
道
路

交
通
法
遵
守
の
指
導
に
お
い
て
、
マ
ナ

ー
意
識
の
向
上
と
共
に
、
駅
周
辺
の
幅

員
の
狭
い
商
店
街
内
で
押
し
歩
き
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

区
は
商
店
街
な
ど
で
の
接
触
事
故
防

止
の
た
め
、
地
域
の
方
と
連
携
し
自
転

車
の
押
し
歩
き
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
策
定
準
備
を
進
め
て
い

る
自
転
車
の
安
全
利
用
に
向
け
た
条
例

に
、
押
し
歩
き
推
進
の
取
り
組
み
を
盛

り
込
む
な
ど
一
層
の
推
進
を
図
る
。

［
公
共
施
設
に
お
け
る
通
信
環
境
］

本
庁
舎
地
下
な
ど
、
区
施
設
の
特
に

地
下
階
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
電
波
状

況
改
善
の
た
め
、
調
査
と
改
善
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

各
施
設
は
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応

じ
、
対
応
の
必
要
性
が
あ
っ
た
場
合
は

ア
ン
テ
ナ
設
置
の
技
術
的
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
本
庁
舎
地
下
や
地
下
に
集
会

室
が
あ
る
施
設
で
は
、
現
状
を
把
握
し
、

設
置
の
必
要
性
を
判
断
し
た
際
は
、
改

善
に
向
け
た
支
援
を
速
や
か
に
行
う
。

［
多
摩
川
駅
周
辺
の
交
通
問
題
］

多
摩
川
駅
周
辺
は
、
病
院
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
バ
ス
停
付

近
で
は
病
院
整
備
に
伴
い
、
駅
周
辺
の

タ
ク
シ
ー
、
乗
用
車
の
流
入
が
見
込
ま

れ
る
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
も
考
慮
し

た
交
通
問
題
対
策
の
考
え
を
伺
う
。

区
は
、
駅
周
辺
の
交
通
環
境
に
つ
い

て
現
状
と
変
化
を
把
握
し
、
病
院
設
置

の
事
業
者
と
交
通
に
関
す
る
諸
課
題
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る
ほ
か
、
警
察
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ

た
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

昼
夜
を
問
わ
ず
多
く
の
区
民
が
利
用

す
る
多
摩
川
駅
前
自
転
車
駐
車
場
は
、

安
全
面
か
ら
も
明
度
の
高
い
照
明
に
交

換
す
る
な
ど
改
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

照
明
は
駐
車
場
内
に
５
基
あ
り
、
暗

く
な
る
と
点
灯
す
る
が
、
照
明
を
常
時

点
灯
す
る
な
ど
で
対
応
す
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
交
換
や
補
助
照
明
の
設
置
な

ど
も
検
討
し
、
明
る
い
雰
囲
気
に
な
る

よ
う
改
善
す
る
。
駐
車
場
前
の
区
道
街

路
灯
も
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
し
、
高

架
下
全
体
を
明
る
く
し
て
い
く
。

岸
田
　
哲
治

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
引
き
こ
も
り
、
不
登
校
に
つ
い
て
］

実
態
調
査
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

個
別
支
援
に
重
点
を
置
い
て
、
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
課
題
に
即
し
た
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

出
現
率
０
％
に
向
け
た
対
策
を
伺
う
。

児
童
・
生
徒
の
家
庭
状
況
を
把
握
し
、

関
係
部
局
な
ど
と
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
で
、
不
登
校
の
予
防
に
更
に
努
め
る
。

小
学
校
入
学
前
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。保

幼
小
地
域
連
携
協
議
会
を
開
催
し

て
い
る
。
今
後
も
小
学
校
で
の
受
け
入

れ
に
向
け
た
準
備
を
十
分
に
整
え
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
時
配

置
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

人
材
確
保
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
福

祉
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
対
応
を

進
め
、
児
童
・
生
徒
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
に
行
け
な
い
こ
と
で
学
習
の
遅

れ
が
生
じ
る
。
学
習
支
援
を
今
ま
で
よ

り
も
強
く
行
う
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

講
師
を
増
員
し
、
学
力
に
遅
れ
の
あ

る
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援
を
強
化
し
、

学
業
不
振
を
理
由
と
す
る
不
登
校
の
解

決
に
努
力
し
て
い
く
。

適
応
指
導
教
室
の
機
能
の
強
化
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て
機
能
強

化
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

適
応
指
導
教
室
に
も
通
え
な
い
児
童

・
生
徒
に
対
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

平
成
28
年
10
月
か
ら
７
校
の
中
学
校

を
対
象
に
、
都
の
関
係
機
関
と
連
携
し

不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
モ
デ
ル
事
業

を
開
始
し
た
。
29
年
度
は
、
更
に
小
学

校
６
校
を
加
え
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

［
理
科
教
育
に
つ
い
て
］

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
成
果
を
普

及
し
、
理
科
教
育
を
推
進
し
て
は
い
か

が
か
。28

年
度
か
ら
東
京
工
業
大
学
と
連
携

し
て
進
め
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
を
、
希
望
す
る
区
立
小
学
校
９
校
に

拡
大
し
た
。
効
果
の
高
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
各
校
に
拡
大
す
る
。

中
学
校
に
お
い
て
も
理
科
教
育
推
進

校
を
指
定
し
て
、
小
中
一
体
と
し
て
理

科
教
育
の
推
進
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

清
水
窪
小
学
校
の
授
業
に
大
森
第
六

中
学
校
の
理
科
の
教
員
が
加
わ
り
、
発

展
的
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
29
年
度

か
ら
区
立
中
学
校
３
校
を
理
科
教
育
拠

点
校
に
指
定
し
、
拠
点
校
に
理
科
教
育

指
導
員
を
配
置
す
る
。
理
科
教
育
指
導

員
が
全
て
の
区
立
中
学
校
を
巡
回
し
て

指
導
す
る
こ
と
で
、
区
立
中
学
校
の
理

科
の
教
育
水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

藤
原
　
幸
雄

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
西
糀
谷
老
人
い
こ
い
の
家
存
続
を
］

（
仮
称
）
糀
谷
駅
前
高
齢
者
支
援
施

設
に
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
な
ぜ
設
け
な
い

の
か
。
囲
碁
・
将
棋
の
部
屋
も
な
い
。

老
人
い
こ
い
の
家
の
よ
う
に
条
例
に
し

ば
ら
れ
な
い
の
で
、
老
人
い
こ
い
の
家

の
代
替
施
設
に
は
な
ら
な
い
。

立
地
の
良
さ
と
耐
火
耐
震
性
に
優
れ

た
特
性
を
生
か
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

西
糀
谷
老
人
い
こ
い
の
家
を
現
状
の

ま
ま
活
用
し
、
閉
館
し
な
い
で
ほ
し
い
。

建
て
替
え
が
で
き
な
い
な
ら
、
近
隣
に

老
人
い
こ
い
の
家
の
設
置
を
す
べ
き
。

建
物
が
老
朽
化
し
、
ま
た
、
敷
地
が

接
道
し
て
お
ら
ず
建
て
替
え
は
困
難
で

あ
る
。
大
田
区
公
共
施
設
適
正
配
置
方

針
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
閉
館
し
た
。

［
区
民
が
主
役
の
空
港
跡
地
計
画
に
］

産
業
経
済
費
案
は
構
成
比
で
１
・

４
％
、
昨
年
よ
り
も
５
千
万
円
余
の
減

で
あ
り
、
１
０
０
億
円
を
越
す
予
算
に

増
額
す
べ
き
。
羽
田
空
港
跡
地
第
1
ゾ

ー
ン
整
備
事
業
予
算
案
９
千
万
円
余
、

基
金
１
７
２
億
円
を
取
り
崩
し
、
区
内

産
業
経
済
費
に
振
り
向
け
、
工
場
全
数

調
査
で
求
め
ら
れ
て
い
る
施
策
に
活
用

し
、
中
小
企
業
全
面
支
援
、
仕
事
お
こ

し
緊
急
対
策
な
ど
に
税
金
を
使
う
べ
き
。

区
内
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
積
立
基
金
は
空
港
跡
地
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
た
め
有
効
に
活
用
す
る
。

空
港
に
対
面
す
る
地
域
や
区
民
の
願

い
を
優
先
し
て
跡
地
利
用
計
画
案
を
決

め
る
べ
き
。
ま
た
、
跡
地
が
生
ま
れ
た

原
点
に
立
ち
、
区
民
と
地
域
が
主
役
の

跡
地
整
備
計
画
に
す
べ
き
。
当
面
、
跡

地
は
広
場
に
す
べ
き
。

羽
田
空
港
跡
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
で
は
、
産
業
・
文
化
交
流
機
能
の
導

入
と
多
目
的
広
場
な
ど
の
整
備
を
柱
と

す
る
土
地
利
用
を
確
認
し
た
。

老人いこいの家

黒
川
　
　
仁

大
田
区
議
会

民
進
党

［
子
ど
も
に
つ
い
て
］

生
活
実
態
調
査
な
ど
で
掘
り
起
こ
せ

な
か
っ
た
方
に
対
す
る
き
め
細
か
い
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
が
ど
う
進
め
る
か
。

様
々
な
連
携
に
よ
る
早
期
発
見
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
。
保
護
者
の
状
況
を

考
慮
し
た
相
談
対
応
を
検
討
す
る
。

［
教
育
に
つ
い
て
］

も
の
づ
く
り
大
田
の
特
性
を
生
か
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ど
う
進
め
る
か
。

工
業
高
と
の
連
携
な
ど
充
実
さ
せ
る
。

［
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
］

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
更
な
る
気
運
の

醸
成
が
必
要
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
総
括
と
今
後
を
伺
う
。

ボ
ッ
チ
ャ
や
パ
ラ
陸
上
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
普
及
啓
発
、
総
合

体
育
館
の
床
保
護
材
の
整
備
を
進
め
た
。

更
に
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

【
大
田
区
実
施
計
画
の
策
定
】

　
お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10
年（
後
期
）

以
降
の
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
踏

ま
え
、
今
後
３
か
年
の
取
り
組
み
を

具
体
的
に
示
し
ま
す
。
本
計
画
に
基

づ
き
、
各
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
元
気
シ
ニ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

大
田
区
元
気
シ
ニ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
29
年
度
は
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
機
能
が
低
下
す
る
フ
レ
イ
ル
の

状
態
を
予
防
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
と
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
の
整

備
】

　
29
年
度
は
跡
地
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
な
姿
が
見
え
て
く
る
重
要
な
一

年
で
す
。
４
月
以
降
に
は
土
地
区
画

整
理
事
業
が
着
手
さ
れ
、
５
月
中
に

は
新
産
業
創
造
・
発
信
拠
点
の
整
備

に
つ
い
て
事
業
予
定
者
を
選
定
い
た

し
ま
す
。

【
新
年
度
予
算
編
成
】

　
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底

し
、

①
未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち
や
若
者

の
成
長
を
支
え
る
取
り
組
み

②
誰
も
が
健
康
で
、
い
き
い
き
と
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

③
災
害
に
強
く
、
安
全
で
安
心
な
生

活
基
盤
の
確
立

④
地
域
の
資
源
と
強
み
を
活
か
し
、

国
際
都
市
お
お
た
の
成
長
を
牽
引
す

る
取
り
組
み

の
４
つ
を
予
算
編
成
上
の
重
点
課
題

と
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

【
中
央
防
波
堤
埋
立
地
帰
属
問
題
】

　
28
年
４
月
か
ら
正
式
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
お
互
い
の
主
張
が
平

行
線
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
協
議

を
重
ね
る
た
び
に
、
私
は
、
大
田
区

の
主
張
に
法
的
な
正
当
性
、
客
観
性

が
あ
る
と
の
確
信
を
深
め
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
現
状
を
引
き
ず
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
と
も
考
え
て
お
り
、

今
後
と
も
、
状
況
を
見
極
め
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

松原忠義区長

区
長
施
政
方
針
演
説 

（
抜
粋
）

　
大
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、平
成

29
年
度
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
、

 「
学
力
向
上
が
子
ど
も
の
未
来
を
拓

く
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、「
確

か
な
学
力
の
定
着
」、「
学
習
環
境

の
改
善
」、「
家
庭
教
育
力
向
上
に

向
け
た
支
援
」の
３
つ
を
重
点
施
策

と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
で
は
、

講
師
な
ど
の
増
員
に
よ
り
、
習
熟
度

別
少
人
数
指
導
や
中
学
校
の
放
課
後

補
習
指
導
を
充
実
さ
せ
、学
力
低
位

層
の
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
学
習
環
境
の
改
善
」
で
は
、
新

た
に
田
園
調
布
小
学
校
、東
調
布
中

学
校
の
改
築
に
着
手
し
、
計
画
的
な

校
舎
の
改
築
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

普
通
教
室
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
ス
ラ
イ

ド
レ
ー
ル
型
電
子
黒
板
、
書
画
カ
メ

ラ
を
配
備
し
、
全
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

　
「
家
庭
教
育
力
向
上
に
向
け
た
支

援
」
で
は
、
不
登
校
対
策
と
し
て
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派

遣
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

　
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
、
豊
か
な
人
生
の
基
礎
と
な
る

 「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
、

成
長
を
支
援
す
る
重
要
な
仕
事
で

あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
新
た
に
加
え
、「
お
お
た
教

育
振
興
プ
ラ
ン
２
０
１
４
」
を
家
庭

・
地
域
と
連
携
し
、
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

藤﨑雄三委員長

教
育
委
員
会
委
員
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）
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暮らしてよし、訪れてよし、
地域力あふれる　国際都市おおた
　「おおた未来プラン10年（後期）」に掲げる目標達成に向け、「大田区実施計画」に
基づき、施策を着実に展開していくため、「選択と集中」のもと編成いたしました。
●未来を拓く子どもたちや若者の成長を支える取り組み
●誰もが健康で、いきいきと活躍できるまちづくり
●災害に強く、安全で安心な生活基盤の確立
●地域の資源と強みを活かし、国際都市おおたの成長を牽引する取り組み

29年度予算の財政規模（会計別前年度比）

一般会計

総務費（13.7%）
359億2,455万3千円

福祉費（56.0%）
1,467億5,021万2千円

特別区税（26.9%）
704億4,399万2千円

特別区交付金（26.3%）
687億5,200万円

国庫支出金（18.1%）
472億8,867万9千円

都支出金（6.2%）
161億8,027万8千円

2,618億5,893万7千円一般会計歳入 2,618億5,893万7千円一般会計歳出

特別区税（26.9%）
704億4,399万2千円

地方譲与税（0.8%）
20億1,300万1千円

利子割交付金（0.1%）
3億3,300万円

配当割交付金（0.5%）
12億5,500万円

株式等譲渡所得割交付金（0.3%）
8億6,700万円
地方消費税交付金（6.0%）
158億3,000万円

自動車取得税交付金（0.2%）
5億5,100万2千円

地方特例交付金（0.2%）
4億1,500万円

特別区交付金（26.3%）
687億5,200万円

国庫支出金（18.1%）
472億8,867万9千円

都支出金（6.2%）
161億8,027万8千円

繰入金（5.4%）
142億6,493万3千円

寄附金（0.1%）
3億2,643万6千円

財産収入（0.1%）
3億3,254万2千円

諸収入（2.0%）53億672万2千円
繰越金（0.8%）20億円

特別区債（1.7%）44億円

使用料及び手数料（3.3%）
86億8,717万6千円

分担金及び負担金（1.0%）
25億4,217万6千円

交通安全対策特別交付金（0.0%）
7,000万円

議会費（0.4%）
11億745万1千円

総務費（13.7%）
359億2,455万3千円

福祉費（56.0%）
1,467億5,021万2千円

衛生費（3.4%）
88億314万5千円

産業経済費（1.4%）
37億3,365万円

土木費（7.3%）
192億1,425万円

都市整備費（2.2%）
57億4,470万7千円

環境清掃費（3.9%）
103億2,183万2千円

公債費（1.6%）
42億1,484万2千円

教育費（9.7%）
252億9,740万8千円

諸支出金（0.2%）4億4,688万7千円
予備費（0.1%）3億円

※�グラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など(福祉費)	 5,604円
防災対策や区役所・出張所の運営など(総務費)	 1,372円
小・中学校、教育関係の経費など(教育費)	 966円
道路、公園の整備など(土木費)	 734円
清掃事業など(環境清掃費)	 394円
保健所の運営など(衛生費)	 336円

まちづくり事業など(都市整備費)	 219円
区債の償還など(公債費)	 161円
産業振興など(産業経済費)	 143円
区議会の運営(議会費)	 42円
諸支出金	 17円
予備費	 12円

大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…

平成29年度
予算の概要

区長提出議案

一般会計総額

2,618億5,893万7千円

2,618億5,893万7千円
（1.7％増）

国民健康保険事業
特別会計 839億3,128万2千円（0.5％増）

後期高齢者医療
特別会計 154億7,287万8千円（4.4％増）

介護保険
特別会計 546億5,630万6千円（7.2％増）
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●全小・中学校ICT環境整備－スライドレール型電子黒板など－	 11億7,584万円
●育児学級－若年妊産婦・親子発達支援グループ－	 115万円
●待機児解消に向けた取り組み	 161億400万円
　－私立認可保育所の整備など－
●保育士人材確保支援事業	 ６億1,559万円
●理科教育の充実	 2,058万円
　－中学校理科教育指導員の配置、小学校理科支援員の拡充など－
●小学校第3学年外国語活動導入に伴う指導員の増員	 1,189万円
●習熟度別少人数指導及び放課後補習教室の充実	 １億1,721万円

ほか

　ICT機器の導入により、児童・生
徒分の印刷や拡大コピーなどをす

る必要がなくなった。また、写真やデジタ
ル教科書の活用など視覚的に訴える教材
提示の工夫が進んでいくことが期待される。
教員の業務軽減につながるとともに、学習
効果の向上を図ることが見込める。

　勝海舟の想いが伝わる記念館と
すること、文化財建造物の保存・活

用を行うことを主軸に、学びの場を提供す
る施設、観光資源となる施設、地域の方に
親しまれる施設とすることを目指し、整備
に取り組んでいる。

　区内全域の小中学校に最先端の
ICT機器を整備して、ICTツールを

駆使した新しい教育を本格的に展開してい
くとあるが、ICT活用推進モデル校事業に
よってどのような成果が見えたのか伺う。

　（仮称）勝海舟記念館（旧清明
文庫）の開館に向けて整備が進ん

でいるが、価値の高い記念館とするには、
どのようにしていくつもりか。

子育て・教育の充実

観光・産業振興、空港・交通機能向上

●（仮称）勝海舟記念館（旧清明文庫）の整備・開設	 ４億681万円
●大田の観光にぎわい創出補助事業	 2,500万円
　－水辺のにぎわい創出事業の支援など－
●羽田空港跡地における成長戦略拠点の形成	 9,258万円
●海外取引拡大に向けた支援事業	 2,538万円	
●新製品・新技術開発支援事業	 8,063万円
●新空港線の整備主体の設立	 １億8,000万円
●新空港線の整備促進事業	 10億496万円
　－周知活動経費など－

ほか

Q

Q

A

A

●防犯対策の強化	 １億6,713万円
　－振り込め詐欺対策の強化、防犯カメラ維持管理費の助成など－
●震災対策の強化	 １億6,335万円
　－備蓄物品の充実、備蓄倉庫の新設など－
●災害時医療対策の充実	 1,179万円
　－車輪付き多機能担架の配備、妊産婦避難所の設置－
●鉄道駅舎ホームドア設置費補助－蒲田駅、大森駅－	 4,000万円
●蒲田駅・大森駅周辺地区の整備	 ４億8,915万円
●呑川水質浄化対策の推進	 ２億7,751万円

ほか

　27年度までに27団体、436台が
設置されており、28年度は12団体、

約175台、29年度は18団体、約250台の設
置が予定されている。防犯カメラは、地域
の見守り活動をハード面で補完する意味合
いがあり、更にカメラの設置そのものが犯
罪抑止力を向上させる効果がある。

　区は防犯カメラの設置補助を積
極的に推進しているが、区内何か

所に防犯カメラが設置されているのか。ま
た、設置促進の意味と効果を伺う。

安全・安心の確保、魅力あるまちづくり

Q

A

予算特別委員会での
議論から見る 平成29年度予算の主な事業

　新規事業は、保育園や幼稚園などに
おいて、高齢者が専門職のアシスタン

ト的な役割を担う業務に従事する予定である。
介護・保育・障がい分野にわたる高齢者の就
労支援では、シルバー人材センターといきい
き仕事ステーションの連携を図っていく。

　シルバー派遣事業を活用した保育・子
育て支援の実施は、保育園などの業務

負担に有効。また、元気高齢者の活躍において、
介護・保育・障がいの分野を一元化して活躍の
場を考えていくべきでは。

健康・福祉・医療の充実、スポーツ、環境対策

●「シルバー派遣」を活用した保育・子育て支援の実施	 8,819万円
●大田区元気シニア・プロジェクト	 974万円
●データヘルス計画に基づく保健事業	 3,203万円
●東京2020オリンピック・パラリンピック推進事業	 3,152万円
　－大会競技種目の普及啓発など－
●新スポーツ健康ゾーンの整備	 ３億2,741万円
　－（仮称）昭和島二丁目公園整備工事及び設計委託など－
●資源とごみの分け方・出し方スマートフォン用アプリケーションの導入	 390万円
●乾式オフィス製紙機（ペーパーラボ）の導入	 635万円

ほか

Q

A
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予算審査の進め方
予算が決まるまで

　大田区議会は、定例会を年４回開催することが条
例で定められています。区の当初予算については、
第１回定例会の中で審査し、議決します。

　平成29年度予算は、「大田区実施計画」
に基づいて作成されました。この計画は、
おおた未来プラン10年（後期）策定以降
の社会経済状況の変化に合わせた取り組
みなども踏まえ、今後３か年（29年度か
ら31年度）の区の取り組みを具体的に示し
たものです。
　区議会は、この予算を審査するために、
予算特別委員会を設置し、集中的に審査し
た後、決定いたしました。
　今後、区議会では各事業が着実に推進さ
れるよう、各委員会で専門的に調査・検討
していきます。

　区議会に提出された議案などは、専門的
に調査・検討するために設けられている委
員会に付託され、審査を行います。

常 任 委 員 会… 所管の事務に関する調査を行い、議案、請願・陳情などを審査します。大田区議会には現在、
「総務財政」、「地域産業」、「健康福祉」、「都市整備」、「こども文教」の常任委員会があります。
議員は必ず１つの委員会に所属しています。

特 別 委 員 会…議会が特に必要と判断したときに設けられ、特定の事件を審査・調査します。
議会運営委員会…本会議の運営、日程調整などのために設けられています。

委員会

1月

7月

2月

3月

4月

5月

8月

9月

10月

11月

12月

6月

定例会の
年間

スケジュール

＊年４回の定例会のほか必
要に応じて開き、審議する
「臨時会」があります。

常任委員会・特別委員会
での調査・審査

　区の当初予算案が確定すると、第１回
定例会で、区長から議案（議会で決める
案件）として提出されます。
　当初予算案の概要は、大田区のホーム
ページなどで公開されています。

議案（予算案）提出1

　予算が成立すると、４月からの執行が
可能になります。年度途中で変更が必要
になった場合は、「補正予算案」が組まれ、
当初予算と同じく付託委員会で審査、本
会議で審議します。

予算成立・執行6

　議会に提出された議案の多くは委員
会に送られ、委員会の中で専門的に審査
します。これを「委員会に付託する」と
いいます。提出された予算案は、予算特
別委員会に付託されます。

議案付託2

　予算は本会議で議決（賛否のどちらか
に議会の意思を決定）します。予算案が
可決すると、区の「当初予算」の成立と
なります。

議決5

　予算審査のために特別に設置される
委員会です。予算案を詳しく審査して議
論を交わし、委員会としての考えを表明
するための表決を行います。

予算特別委員会3

　委員長が委員会で審査した付託議案
の審査結果を本会議で報告します。

委員長報告4

事業を着実に推進するために

第1回定例会

第2回定例会第3回定例会

第4回定例会

平成29
年度

予算書
（案）

平成29
年度

予算書
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　平成29年度大田区一般会計予算及び国民健
康保険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特
別会計予算について、２月24日の本会議で予算
特別委員会（議長を除く48名で構成）を設置し、
３月８日から21日までの実質８日間にわたり、
集中的に審査しました。これらの予算に対する
各会派の意見は次のとおりです。
　なお、一般会計及び各特別会計予算は賛成者
多数で可決しました。 末安広明　副委員長 田中一𠮷　委員長予算特別委員会審査の様子

大田区議会民進党

自由民主党大田区民連合

大田区議会公明党

日本共産党大田区議団

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【反対】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

積極的な予算配置を行い、大田区の発展につなぐ

不断の改革を進め、一人ひとりが耀き活躍できる大田へ

負担増・大型開発ではなく区民の福祉増進の区政に

区民生活第一のオープンでわかりやすい区政を求めて

　過去最大規模の積極予算となった平成29年度予
算案は政策的経費を増やし、折り返し地点を過ぎ
たおおた未来プラン10年（後期）と大田区実施計
画の目標を加速し達成しようとの区長の決意を感
じ賛成します。大田区議会公明党が要望してきた、
認証保育所保護者負担軽減補助、障がい者総合サ
ポートセンター第二期工事着手、鉄道駅舎ホーム

ドア設置費補助などが含まれている点を評価しま
す。予算特別委員会で提案した、緊急輸送道路沿
道の耐震化推進、区立小中学校のトイレ洋式化、
７歳児交通事故防止施策の推進、若者支援課の創
設、川瀬巴水の作品を活かした観光策、区民中心
の文化運動、乳がん検診の超音波検査追加と対象
年齢拡充、難病支援強化などを強く要望します。

　新年度予算では私立認可保育所11か所開設、保
育士応援手当、保育士宿舎借り上げ支援、住宅リ
フォーム助成予算増額、特養ホームなど整備、児
童相談所開設準備、障がい者総合サポートセンタ
ー二期工事、蒲田・大森駅のホームドア設置助成
などが実現しましたが、国民健康保険料、給食費、
施設使用料などの値上げによる区民への負担増や、

新空港線「蒲蒲線」積立金10億円など大型開発と
その財源確保の積み立てを優先しており反対しま
した。党区議団は認可保育所20か所、特養ホーム
10か所の増設、中小企業の後継者支援など暮らし、
福祉、営業優先の予算編成替え動議を提出しまし
た。各特別会計は保険料の更なる値上げで区民に
負担を押し付けるものであり反対しました。

　平成29年度予算に対しては、特に補助金見直し
状況の開示など情報公開・説明責任の徹底、少子
超高齢社会に対応した公共施設整備・耐震化の加
速、明確なビジョンや理念をもった行政運営を強
く訴えました。要望では、成年後見制度の促進、
子どもの貧困や待機児対策の促進、保育・介護従
事者の処遇改善、学校ＩＣＴ化による教員の負担

軽減、パラリンピック競技の普及と障がい者理解
の促進、まち全体を緑とアートで埋める蒲蒲スカ
イパーク構想と大田市場観光地化構想、高齢者等
住宅確保支援事業の維持・強化、町会自治会に対
する監視カメラ・センサーライトの貸し出しなど
を求めました。今後も私たちは、区政諸課題の解
決に向けて区民の皆様とともに歩んでまいります。

　平成29年度予算案は、前年度比１．７％増の約
２，６１９億円と過去最大規模で、待機児解消や
公共施設の維持・更新など、区政の重要な課題を
解決する取り組みを推進するものとなっておりま
す。経営改革を進め補助金制度の見直しを行い、
補助金適正化を進めております。このように歳入
増を目指すと共に無駄な支出を減らす努力を続け

ております。新年度予算では、障がい者総合サポ
ートセンター建設第二期工事や蒲田駅・大森駅周
辺地区整備、池上駅改築支援、無電柱化の推進、
羽田空港跡地における成長戦略拠点の形成、(仮
称）勝海舟記念館設置に向けた資料収集編さんを
進めること、特区民泊の活用など区政課題の推進
に向けた取り組みを高く評価し賛成いたします。

予算に対する各会派の意見平成29年度
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運
営
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
指
定

地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
事
業
の
人
員
、

設
備
、
運
営
等
の
基
準
を
定
め
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
住
宅
修
築
資
金
融
資
基
金
条
例

　
大
田
区
住
宅
修
築
資
金
融
資
基
金
を
減

額
す
る
。

◆
大
田
区
立
公
園
条
例

　
フ
ッ
ト
サ
ル
場
及
び
相
撲
場
を
設
置
す

る
。

◆
大
田
区
立
児
童
遊
園
条
例

　
西
蒲
田
五
丁
目
児
童
遊
園
を
廃
止
す
る
。

◎
大
田
区
船
着
場
条
例

　
大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
船
着
場
を

設
置
す
る
。

◎
大
田
区
係
留
施
設
条
例

　
大
田
区
貴
船
堀
係
留
施
設
及
び
大
田
区

旧
呑
川
係
留
施
設
を
設
置
す
る
ほ
か
、

　
規
定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
。

◎
大
田
区
乳
幼
児
及
び
義
務
教
育
就
学
児

の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
保
育
園
条
例

　
新
井
宿
保
育
園
及
び
弁
天
橋
保
育
園
を

廃
止
す
る
。

◆
大
田
区
職
員
定
数
条
例

　
区
長
の
事
務
部
局
の
職
員
を
12
人
増
員

し
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学

校
の
事
務
部
局
の
職
員
を
13
人
減
員
し
、

監
査
委
員
の
事
務
部
局
の
職
員
を
１
人

増
員
す
る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
一
般
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額
の

保
険
料
率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
に
伴
う

規
定
の
整
備
を
す
る
。

条
例
の
廃
止

◆
大
田
区
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
掛
金

助
成
条
例

　
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
掛
金
の
助
成

制
度
を
廃
止
す
る
。

契
約
の
締
結

◆
大
田
区
役
所
本
庁
舎
耐
震
性
向
上
改
修

工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
24
億
３
、
３
８
８
万
円
８
、

０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方
：
鹿
島
建
設
株
式
会
社

　
東
京
建
築
支
店

報
告

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

・�

中
小
企
業
融
資
資
金
譲
受
債
権
支
払
滞

納
者
に
対
す
る
貸
金
返
還
請
求
に
関
す

る
訴
え
の
提
起

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
26
日

　

 

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
34
万
８
、
０
０

０
円

・�

建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提
起

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
26
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
56
万
２
、
４
１

７
円

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決
定

に
係
る
専
決
処
分

　
ご
み
収
集
作
業
に
お
け
る
物
品
損
傷
事

故
　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
20
日

　
賠
償
金
額
：
75
万
２
、
７
６
０
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
大
田
区
立
志
茂
田
小
学
校
及
び
大
田
区

立
志
茂
田
中
学
校
ほ
か
２
施
設
改
築
そ

の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
14
日

　
契
約
金
額
を
37
億
５
、
７
０
３
万
９
、

　
２
０
０
円
か
ら
37
億
６
、
６
９
５
万
３
、

６
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
（
仮
称
）
大
田
第
６
号
雑
色
駅
自
転
車

駐
車
場
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
４
億
８
、
６
０
０
万
円
か

ら
４
億
８
、
４
４
０
万
９
、
１
６
０
円

に
変
更
す
る
。

●
（
仮
称
）
大
田
第
３
号
梅
屋
敷
駅
自
転

車
駐
車
場
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
２
億
３
、
５
８
７
万
円
２
、

０
０
０
円
か
ら
２
億
３
、
８
１
７
万
１
、

３
２
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
休
憩
所
及

び
倉
庫
新
築
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
29
年
１
月
12
日

　
契
約
金
額
を
１
億
８
、
０
３
６
万
円
か

ら
１
億
８
、
０
５
５
万
４
、
４
０
０
円

に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
高
架
下
防
災
施
設
①
ほ
か

３
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
１
億
７
、
０
６
４
万
円
か

ら
１
億
７
、
１
１
３
万
６
、
８
０
０
円

に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
高
架
下
防
災
施
設
②
ほ
か

４
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
28
年
12
月
27
日

　
契
約
金
額
を
１
億
７
、
１
７
２
万
円
か

ら
１
億
７
、
１
９
１
万
４
、
４
０
０
円

に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
志
茂
田
小
学
校
及
び
大
田
区

立
志
茂
田
中
学
校
ほ
か
２
施
設
改
築
そ

の
他
電
気
設
備
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負
契

約

　
処
分
日
：
平
成
29
年
１
月
24
日

　
契
約
金
額
を
５
億
１
９
８
万
４
、
０
０

０
円
か
ら
５
億
９
８
４
万
６
、
４
０
０

円
に
変
更
す
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

◎
日
野
春
代

◎
須
賀
伸
子

◎
小
泉
顕
宏

◎
額
田
光
雄

◎
石
垣
晴
子

◎
浅
見
茂
幸

議
員
提
出
議
案

◎
転
落
事
故
防
止
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ド
ア

等
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　
（
12
面
に
全
文
を
掲
載
）

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第1回

平成28年度一般会計補正予算（第４次）を可決

総務費
・公共施設整備資金積立基金積立金	 20億円
新規積立
・土地開発公社貸付金	 ▲11億6,500万9千円
土地開発公社貸付金の減

福祉費
・介護給付費・訓練等給付費	 ２億4,901万5千円
障害福祉サービス利用者数の増加に伴う給付費の増
・地域密着型サービス施設への施設整備費補助	 ▲５億6,629万4千円
工事進捗率の変更等による減
・大田区次世代育成支援緊急対策整備事業	 ３億6,485万円
私立認可保育所開設補助の増
・仲六郷保育園の改築	 ▲２億8,080万円
施工時期の変更等による減

土木費
・臨海部散策路の整備	 ▲２億3,425万2千円
東京都防潮堤工事遅延に伴う施工時期の変更等による減
・公園の新設、拡張（新設、拡張等整備）	 ▲３億6,512万1千円
整備工事の施工時期等の変更による減

都市整備費
・京急線の連続立体交差事業	 １億693万7千円
東京都負担分増加に伴う大田区負担金の増
・耐震診断・改修助成	 ▲４億7,327万2千円
耐震改修工事等助成件数の減

教育費
・保護者負担軽減補助	 ▲１億1,557万円
私立幼稚園等の園児の保護者補助金の執行見込みによる減

一般会計補正予算（第４次）の主な事業

　第１回定例会に提出された平成28年度一般会計補正予算（第４次）は、状
況の変化に速やかに対応するための予算として、28億2,321万7千円を減額
するものです。今回の一般会計補正予算で計上された主な事業は、以下のと
おりです（▲は減額）。
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総
務
財
政
委
員
会

●
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保

険
料
の
値
上
げ
を
し
な
い
こ
と
を
要
望

す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
国
保
料
軽
減
、 

「
国
民
皆
保
険
制
度
」

　

に
ふ
さ
わ
し
い
国
民
健
康
保
険
制
度
と

す
る
た
め
の
陳
情
（
不
採
択
）

●
米
海
兵
隊
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
撤
回
等
に
関
す
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

地
域
産
業
委
員
会

●
馬
込
文
化
セ
ン
タ
ー
・
馬
込
区
民
セ
ン

タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
）

●
「
住
宅
用
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器

設
置
補
助
制
度
」
の
改
訂
に
関
す
る
陳

情
（
不
採
択
）

健
康
福
祉
委
員
会

●
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
65
歳

以
上
の
障
害
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

実
施
に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

都
市
整
備
委
員
会

●
東
京
都
建
築
安
全
条
例
に
基
づ
く
長
屋

規
制
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

　
（
継
続
）

●
久
が
原
４
丁
目
26
番
地
に
建
設
さ
れ
る
、

大
田
区
条
例
違
反
の
長
屋
に
関
す
る
陳

情
（
継
続
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●
保
育
料
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情
（
不
採
択
）

●
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

●
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
分
を
公
費
負
担

で
行
う
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

議
会
運
営
委
員
会

●
ひ
と
り
で
も
多
く
の
傍
聴
者
が
、
同
室

で
議
会
傍
聴
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り

努
め
て
頂
き
た
い
陳
情
（
不
採
択
）

●
日
程
や
場
所
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
区

民
に
よ
り
開
か
れ
た
議
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
陳
情
（
不
採
択
）

●
区
役
所
内
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
常
任
・

特
別
委
員
会
中
継
を
求
め
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

●
区
議
会
議
員
の
海
外
視
察
を
取
り
や
め

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

交
通
臨
海
部
活
性
化
特
別
委
員
会

●
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
白
タ
ク
合
法
化
反
対

の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
（
継
続
）

●
Ｊ
Ｒ
大
森
駅
北
口
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

す
る
陳
情
（
採
択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

●
羽
田
空
港
飛
行
ル
ー
ト
変
更
に
伴
う
、

　

今
後
の
便
数
上
限
、
地
域
別
飛
行
高
度

等
の
明
示
に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
羽
田
空
港
飛
行
ル
ー
ト
変
更
に
よ
る
都

心
上
空
で
の
脚
下
げ
場
所
と
落
下
物
対

策
の
明
示
に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
新
飛
行
ル
ー
ト
実
施
後
に
問
題
が
あ
っ

た
場
合
、
元
に
戻
せ
る
よ
う
国
と
の
約

束
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
飛
行
ル
ー
ト
変
更
に
よ
っ
て
学
校
・
幼

稚
園
等
が
被
る
騒
音
な
ど
の
影
響
に
配

慮
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
進
党

東
京
維
新
の
会
大
田

大
田
区
議
会
緑
の
党

た
ち
あ
が
れ
日
本

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

闘
う
改
革
の
会

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
田
無
所
属
の
会 結

果

⒃ ⑿ ⑼ ⑷ ⑵ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

平成29年度予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

平成28年度補正予算

一般会計（第４次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

国民健康保険事業特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の制定 大田区立大森東水辺スポーツ広場の設置及び管理に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

条例の一部改正

大田区個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区手数料条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区印鑑条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区立区民センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区工場立地法地域準則条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区老人いこいの家条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区指定地域密着型サービスの事業の人員、設備、運営等に関する基準を
定める条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区住宅修築資金融資基金条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区立公園条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区立児童遊園条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区立保育園条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区職員定数条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

条例の廃止 大田区中小企業倒産防止共済掛金助成条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契約の締結 大田区役所本庁舎耐震性向上改修工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

議員提出議案 大田区学校給食費助成条例 × × ○ × × ○ × ○ × ○ × 否決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度
○：賛成　×：反対

会���派���名
（所属議員数）

件　　　　　名

定
例
会
の
請
願
・
陳
情
の
結
果

第1回
　

今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採
決
し

た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

議会ライブ中継のご案内
　本会議及び予算・決算特別委員会の様子をライブ中継
します。中継をご覧になれる施設は、以下のとおりです。

●	区役所本庁舎１階ロビー
●	大田区民ホール・	アプリコ
●	特別出張所
●	大田区産業プラザPiO
●	大田区総合体育館

　原則として、特別出
張所では開会時刻から
午後５時まで放映します
（その他の施設は会議時
間により延長あり）。
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No.223 議会中継  本会議などの模様を録画したテレビ中継画像をインターネットで配信しています。
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/chukei_kugikaidayori/g_chuukei/ 検索大田区議会　議会中継

　本年１月に雑色駅で発生した人身事故をはじめ、平成26年以降、馬込
駅２件、穴守稲荷駅１件の計４件の人身事故が大田区内で発生してお
り、鉄道駅におけるホーム上の安全対策の遅れによる痛ましい事故が繰
り返されている現状です。
　現在、大田区内には43の鉄道駅があり、その内ホームドア等が設置さ
れている駅は25駅、一部設置が２駅、未設置が16駅となっています。
　国は、ホームドア整備に関して利用者数が10万人以上の駅を優先して
設置する方針を示しており、区内では JR大森駅、蒲田駅、東急蒲田駅
がこれに該当します。この内、東急蒲田駅には既にセンサー付きホーム
柵が設置されており、JR大森駅と蒲田駅についても、平成31年度末ま
でに整備する計画が東日本旅客鉄道株式会社から発表されました。ま
た、京浜急行電鉄株式会社が運営する京急線においても、平成32年度
までに京急蒲田駅及び羽田空港国内線ターミナル駅に設置する計画が
発表されています。
　優先して設置すべき駅については、各鉄道事業者において計画的な整
備が進められているところですが、障害者や高齢者からは、他の駅にも
ホームドアを設置するよう求める声が寄せられており、国土交通省も
「ホームドアは視覚障害者の転落を防止するための設備として非常に効
果が高い」とその有効性を認めております。
　以上のことから、区内の未設置駅にホームドアを設置し、安全・安心
に駅ホームを利用できるよう、下記の事項について取り組むことを強く
求めます。

記

１�　転落の危険性が高い駅については、現在計画中の駅に合わせて速や
かに整備すること。
２�　視覚障害者への積極的な声かけを行う等、事故を未然に防ぐソフト
面対策を強化すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年３月６日
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣　　　宛
国土交通大臣
東京都知事

大田区議会議長

転落事故防止のためのホームドア等
整備促進を求める意見書

　平成29年第１回定例会第１日の２月17日、本会議終了後の議場で議場防災訓練を行いました。
　３回目を迎える今回の訓練の目的は、身の安全を守ること、議事の進行を確認することの２点としました。
これは、地震発生時にまず各自が身の安全を守る、命を守る３動作（①姿勢を低く、②頭や体を守り、③揺れ
が収まるのを待つ）をとれるようにすることと、地震発生時の議事進行を確認するものです。
　訓練は、本会議最終日に議員が登壇し、発言中に、東京湾北部を震源とする震度６強の地震が発生した想定
で行いました。
【訓練内容】
　地震の発生時に議長から、「議事を一時中断し、ヘルメットを着用して姿
勢を低くするよう」発言があり、傍聴者を含む全員がヘルメットを着用し、
命を守る３動作を行いました。
　揺れが収まった後、議長から指示を受けた事務局職員が傍聴者の避難誘導
を行いました。同時に地震の発生状況を確認し、その場ですぐに議長、区
長、危機管理室長などが集まり、対応を協議しました。
　その中で区長から「災害対策本部を立ち上げる」旨の発言を受け、議長が
休憩宣言を行い、各部局が非常配備態勢をとりました。議決していない議案
を改めて審査するためには、会期を延長する必要があります。そのため、休
憩中に議場内で開会した議会運営委員会で議事運営について決定し、この決
定を受け本会議を再開しました。本会議では、会期の延長を決定した後、延
会に至るまでの議事運営訓練を行いました。
　議場内の全員で地震発生時の議事の流れを確認することにより、有事の際
の対応について、議会と執行機関が共通認識を持つことができました。今後も
参加者の意見を聞きながら、より実践的な訓練内容を検討していきます。

議場防災訓練を実施しました

安全確保行動の様子

議会運営委員会の様子

開催日 平成28年９月23日（金）
テーマ 国内外におけるインクルーシブ教育システムについて
講　師 �原田 公人 氏

　　　　　 独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所
　　　　　 インクルーシブ教育システム推進センター長 上席総括研究員

開催日 平成29年３月２日（木）
テーマ 子どもの生命を護る児童相談所の責務について

　　　　　 ～平成29年度児童福祉法改正も踏まえながら～
講　師 �奥田 晃久 氏

　　　　　 明星大学 教育学部教育学科特任准教授

　大田区議会では、区政に関係する諸課題について知識や議論を深めるため、
各分野の専門家を招き、全議員を対象とした研修会を毎年開催しています。
　平成28年度の内容は次のとおりです。

　平成28年4月に障害者差別解消法が施行され、障がいのある子どもに対する合
理的配慮の提供が法的義務となりました。学校などの教育現場では、特別支援学
校の先生が対応していたことが、これからは通常の学校の教職員にも対応が求め
られます。
　障がいのある人もない人も共に過ごせる社会は、様々な人が生き生きと活躍で
きる社会であり、インクルーシブ教育システムの構築は、教育分野の課題となっ
ています。そのため、インクルーシブ教育の理解を深める目的で、研修会を開催
しました。
　講師からは、国内のインクルーシブ教
育への対応状況、国外のインクルーシブ
教育の実情や、障がいのある子どもが自
立して社会参加していくための支援な
ど、特別支援教育の様々な事例を基に有
意義なご講話をいただきました。
※インクルーシブ教育とは、障がいのある者とない者が共に学べる教育

　平成28年５月に成立した児童福祉法などの改正により、希望する特別区は政
令による指定を受け、児童相談所を設置できることとなりました。
　子どもたちの生きる権利や育つ権利を守り、虐待を防止するためには、区民
一人ひとりの理解を深めるとともに、子ども家庭支援センター、児童相談所、
学校など身近な地域の関係機関が連携を強化し、迅速で適切な支援を実施する
ことが求められています。そのため、児童相談所についての理解を深める目的
で、研修会を開催しました。
　講師からは、児童相談所の現状と課題
や、児童相談所業務の大田区への設置に
ついて特別区が抱える課題とその展望な
ど、数々の事例を踏まえご講演いただ
き、実りの多い研修となりました。

議員研修会を開催

大田区議会ガイドブック
　区民の皆様に区議会を身近に感じていただくた
め、議会の仕組みや議員の活動を、イラストを中
心に分かりやすく紹介した「大田区議会ガイドブッ
ク『私たちの大田区議会』」を作成しました。
　ガイドブックは、区議会ホームページ内「区議会
とは」からPDF版をご覧いただけます。


